





























































































































































五 自 適 の 意 味
Ⅹ Ⅱ 元 未 明 初 の 二 人 の 自 伝 一 一 楊 維 楯 と 宋 凍 一 一
一 楊 維 梼 ｢ 鉄 笛 道 人 自 伝 ｣
二 宋 添 ｢白年 生伝 ｣
ⅩⅢ ふ つ うの人 の一生- 一文元 発 ｢清 涼 居 士 自 序 ｣
- ｢ 清 涼 居 士 自 序 ｣
二 ｢ 清 涼 居 士 自 序 ｣
三 ｢清 涼 居 士 自 序 ｣
四 ｢ 清 涼 居 士 自 序 ｣
五 ｢ 清 涼 居 士 自 序 ｣
六 ｢ 清 涼 居 士 自 序 ｣
そ の 一 一 一 父 祖 の 記 録 一 一
そ の 二 一 一 出 生 と 幼 少 時 代 一 一
そ の 三 一 一 出 仕 一 一
そ の 四 一 一 帰 隠 一 一
そ の 五 一 一 妻 子 一 一
そ の 六 一 一 日 述 の 意 味 一 一
ⅩⅣ 価 値 の 錯 乱 一 一 張 岱 ｢ 自 為 基 琴 銘 ｣ 一
一 明代 の 自 伝
二 張岱 ｢自 為 墓 誌 銘 ｣































































































































外に新 しいようだ｡ロバー ト･フォーケンフリック編 『自伝の文化』①の冒頭にこの
ことばの出現が詳細に調べられているが､それによれば一七八六年､ A`utobiographical










それ以後もふつうには､自分で自分のことを記した文は ｢自叙 ｣ないし ｢自序｣､或
い-は ｢紅述｣などということばが用いられてきたOそうしたたぐいの文は､北宋初め

































































































唐 ･劉知幾 (六六一一七二一)の 『史通』序伝潜は､自伝につ･いてまとまった考察
をした阜いもめであるが､そこそは ｢離騒LJを ｢自叙｣､つまり′自伝の噸矢としてい














































◎ 『胡遺文存』台敵 ･遠東園書公司､ 一九六一第二版所収の 『四十日述』では､
｢例えば｣以下の部分が削除されている｡李零の自伝は見ることができなかったが､
『四十自適』の亜東図書館刊本の巻末広告に李季 『我的生年』､高爾塞 (ゴー リキ
-)『我的童年 (私の幼年時代)』が見える.西欧型の自伝が喧伝されていた情況が う




㊨ 郭抹若 『我的壷年』(『沫若自伝 ･第一巷 少年時代』三聯番店､一九七八)

















































骨槽､探高大､圃九疑､浮於涜 ･湘｡北渉牧 ･酒､辞業脊 ･魯之都､観孔子之遺風､





食滞の山に登 り､南の洞穴を探索し､九疑の山を見て､流水 .湘水に舟を浮かべた｡すう えき
北方は牧水 ･池永を渡 り､蓉 ･魯の都で学問をし､孔子の遺風を目にし､鄭県 .嘩県
ひ せつ
で師射 (『儀租』の ｢郷射礼｣に記載されている弓術競技)に参加 した｡都県 ･帝県
･彰城では苦しい目に遭い､梁 ･楚を通って豪に帰った｡それから選は仕官 して郎中
さ上 う さ(
























































を挙行 したo Lかし太史蚕 (司馬談)は周南に留ったままだったので､その儀式に参


































































































正史の自序を追ってみれば､酉晋 ･司馬彪 (二四六 ?一三〇六?)の 『続漢書』叙
(『菅書』本伝に引く)､これは執筆の経緯のみを記すもめで､自伝性はないo酉晋









北斉 ･執収 (五〇六一五七二)の 『親書』の末尾､巻一〇四 ｢自序｣は父祖から魂収
ま_での記事が記されているが､今見られるのは 『北史』醜収伝などをもとに書き直さ
れたもの-のようで､元のかたちは分から憩い｡唐に太古て編まれた李延専 ･(生牢年不
詳)㌔『北史』の ｢序伝 ｣も祖先から李延鳶に至る李氏一族の 伝となっている｡このよ









史馨以外で自伝に近い書物の序には､後湊 ･王充 (二七一九七 ?)『論衡』自紀簾
がまず挙げ られる｡これも 『論衡』執筆の経緯を語るために末尾に置かれたものであ



































































































































































































































































































































































































































































































其河洛固繰､一視便止､｢不得留意也｡不善星書及葬術 ･九官 ･三某 ･太一 ･飛符之
属､了不従蔦｡由其苦人而少気味也.晩撃風角 ･望束 ･三元 .退甲 ･六壬 ･太一之法､
粗知其旨､又不研精｡
河 図 ･終審などの神秘図や緯書は､ちょっと見てすぐ止めてしまった｡ うちこむ気
になれないのであるO 星占いの審 ･算術 .九宮 ･三某 ･ 太一 ･飛符の類は全然勉強し
なかった｡頭が痛くなるだけで面白くないからである｡あとになって風角 二望気 .三

































が用いられるのは､ここと末尾の二箇所に過ぎない. 末尾の ｢余｣は ｢或るAJに答
-_31-
えた対話の文中で使われているのでひとまず置き､ここの ｢余｣は ｢他人｣との対比





















































































































































































































す｡余は独 り何の人にして､ 能く其の寿を全 うせんや｣｡骨壷の場合､太子そして後
には天子とい う特別な存在であったにも関わらず､だからといって死を免れることは
できず､さればこそ死の必然は一層痛切に感じられたであろう｡古来天子は地上の最




















まわりから理解 されない激 しい孤立感があって､そういう自暦 を理解してもらうため
には自分という人間の姿をこめように書きのこすしかなかった.管玉は白銀の分量が
少なくてなぜ彼が執筆したかにまでは言及されていないが､自分の卓越を周価 に誇ら.






























㊨ 『ー三国志 ‡』(筑摩書房 世界古典文学全集 一九七七





一 一 ｢五柳先生伝 ｣型自伝一一
書物の自序の中に含まれた自伝的な記述は､最も西欧の自伝に近いかたちを備えて
いるように思われる｡ それに対して､陶淵明 ｢五柳先生伝｣に始まる一連の作品は､

























である東方朔 〔前一五四L-前九三)の ｢非有先生伝｣･である｡梁 ･潅晴の 『文章縁起』
は文学ジャンルのそれぞれについて最初,oD作者､作品名を挙げるもめだが､｢伝｣の
-41-
条では ｢漢東方朔 非有先生伝を作る｣と記して､｢伝｣の噸矢としている｡ しかし
『文章縁起』とい う書物は､『隔曹』経籍志に ｢任肪 『文章始』一巻､録有るも書無
し｣ とあり､『旧唐著』重文志では ｢任肪 『文章始』一巻｣､その注に ｢張績補｣と
あり､宋以降はこの張蹄の補木が行なわれたらしい｡(『四度提要』集部詩文評類)






















｢琴有先生伝 (請)｣は漠の ｢賦｣や ｢設論｣のジャンルに類するとみなしていい
































院籍の ｢大人先生｣:と 『荘子』との間にはさらに司馬相知の ｢大人賦｣(『史記』
巻一一七､『漢書』巷五七下の司馬相知伝に引く')が介在 していることを､福永光可















































∵院籍の ｢大人先生伝｣に対応する作が智廉 に 二三一二六=)にもあるO｢卜疑｣･
がそれだが､これは文体が違 う占一散文の ｢伝｣でなく､･『楚辞』｢卜居｣.の形式を借
人物が登場して､やはり世俗の規範を無視して広大な空間に居住行動する､老荘の哲











































































































































































せていることに注目しよう｡｢飲酒二十首｣其十八に ｢子雲は性 酒を噂むも､ 家貧
さい.b ひら





















たに熟せる酒を虚し､双親もて近局を招く｣(鳩 田 周層｣其五上 ｢故人 我が趣き






































り｣､やはり物質の乏しさに関わらず安らかなままであった､と言 う ｡番康 ｢幽惜詩｣
にも､｢世 と営なむ無く､神気は鼻如た り｣と見える｡陶淵明自身も ｢始めて鎮軍参
な ふ こフむ










































































































































































































































































































































































の ｢性 酒を噛むも､家貧しくして常には得るあたわず､親し旧其の此の如きを知 り､
或い壮酒を置きて之を招く｣に対応し､飲み出せばとことん飲むまでやめない飲みっ



















































変に応 じ和に順じ､天地を家と鳥す｣｡劉伶の ｢酒徳頒｣にも ｢大人先生なるもの有
けいゆう
























































































































































































































かに之を聞く､千変 ･子辞 _･子張は皆な聖人の一体を有つ｡再牛 ･国子 ･顔淵は則ち
体を具えて撒なりと｡敢えて安んずる所を問う｣｡孔子の一部の要素を備えた弟子と
全体を縮jJl化して備えた弟子があったOこ三では外の大自然､本物の自然､その中の
一部を取 り込むので桂なく､全体g)形を縮小して家の中に取 り込んだと言 うのであるo
これが中国の庭園の美学であろうが､ 西欧の庭園が人工的把造形して幾何学的な図形
























































































































































































































































































































































七 陸亀蒙 ｢甫里先生伝 ｣
白居易の ｢酔吟先生伝｣は晩唐に入って陸風蒙 (?一八八一 ?)や司空圏 (八三七
一九Q八)_によって受け継がれていくO司空園の ｢休休亭｣.(『司空表聖文集』巻二)




陸亀蒙は度 日休 (八三四?一八八三?)と唱和した 『松陵集』が知られ r皮陸｣併
称されるが､白居易との関係は皮 目休の方が深いとふつ う考えられている｡それは度
日休に ｢正楽府｣十潜のような社会 ･政治を批判 した件品があって ､ ノ白居易の r新楽







































































































































































































































































































































































































































⑥ 小川環樹 ｢五柳先生伝 と方山子伝｣(『風と雲』 朝日新聞社 一九七二)でも､
陶淵明 ｢五柳先生伝｣の前に ｢非有先生伝｣､｢大人先生伝｣など､架空の人物伝があ












⑨ 王蹄の兄弟一族に関しては､孫望 ｢王度考｣(『蝿 壁 雑稿』上海古籍出版社､一九
八二)に詳細な考欝が見える~O
⑳ 王氏一族の当時の状況については､小南一郎 ｢重度 『古鏡記』をめぐって一一大
⑮ 『玉無功文集』のテキス トについては､商量 『唐集赦録』〔中･草書局､一〇八
0)､韓理洲 『五巻本会校王無功文集』(上海古籍出版社､一九八七)を参照｡
⑳1 『｢尚審』無逸篇 ｢無若殿王受之迷乱､軸干酒徳哉｣､『墨子』･非攻下 F予既沈演段
粁干酒徳真｣など｡
⑬ 玉顔を王軸と表記することについては､胡震亨 『唐音莫妓』が誤 りとしている｡
その巻二九 ｢唐詩人名誤者｣の条に､｢王統､重文志誤作財｡紀事又誤以為有此両人｡
(『唐詩紀事』には巻四に王席があり､巻玉に王勘がある)皆非是｣｡今見られる 『旧










⑰ 松浦友久 ｢白居易における陶淵明一一詩的説理性を中心に一一五 ･下｣(『中層詩
文論革』第五集 ･第六集､一九八六 ･一九八七).また陶淵朋と自居易の関係 を論 じ
た最近の論文に､松岡栄志 ｢白居易と陶淵明｣(『白居易研究講座第二巻 白居易の文
学と人生 Ⅱ』勉誰社､_二九九三)がある｡
⑱ 白居易の ｢写真｣詩については､沢崎久和 ｢由居易の詩における 『自問』につい
て｣(『福井大学教育学部紀要』人文科学､第三八号､一九九〇)参照｡-




⑳ ディオゲネス .ラエ/I,テイオ ス､加来彰俊訳 『ギリシャ哲学者列伝』上 (岩波文
庫)三六頁｡














































































































































サなb くさぎ つちか ナなわ
































































































が､文人の手になる ｢挽歌｣は三国 ･魂の籍襲 (一八六一二四五)から始まり､西晋


































































































































































年某月に某所で死亡｡年は六紀 (六十歳)に近く､官は四つの王朝 (銑 ･北帝 ･北周






























































































































































































































































































































































































































に或る種の傾向が浮かび上がってくるように見える｡厳挺之 ･顔昇卿 ･襲度 ･韓燕 ･
杜牧｡顔贋卿は政治家としては別に､書家としてそれまでの書法を一変させた人物｡
蘇韓が ｢詩は杜子美 (杜甫)に至 り~､文は韓退之 (韓愈)に至 り､書が顔魯公 (顔鼻
つく






















官 ･殿中侍御史 ･内供奉､遷左補間 ･史館修撰､稗膳部 ･比部員外郎､皆兼史職｡出
守黄 ･池 ･睦三州､遷司動員外郎 ･史館修撰､樽吏部員外郎､以弟病､乞守湖州｡入
挿考功郎中 ･知制話､周載､挿中審舎人｡
牧､字は牧之､曾祖父は某 (杜希望｡尊属の名は記さない)､河西陳右節度使であ
った｡祖父某 (杜佑)は司徒 ･平章事 ･岐固公に上 り､太師を贈られた｡父某 (杜従
郁)は､駕部員外郎､碑部尚書などを贈られた｡







































































































































































































































































































































































































































侍御 ･港州李十一舎人 ･果州雀二十二使君 ･開州重大員外 ･庚三十二補開 ･杜十四拾
遺 ･李二十助教員外 ･安七校書に零す｣は元和一二年 (八一七)､左遷された江州の
































































































































② 康信 T京江南賦｣と顔之推 ｢観我生賦｣を自伝文学として論じたものには､土屋
昌明 ｢自伝としての康信 『哀江南賦』｣(『国学院中国学会報』第三八輯 一九九二)､
同氏 ｢顔之推 『観我生賦』について一一康信 『哀江南賦』との対比において一一｣
(『国学院大学大学院紀要』文学顧究科第二二輯 一九九〇)がある｡両者の庇軽に
ついては､興膳宏 『庫信』(集英社 一九八三)の ｢あとがき｣も参照｡





作だからである｡この詩の訳注と解説は､斎藤茂 『教坊記 ･北里志』(平凡社 東洋
文庫 一九九二)に見える｡
面 ルジュンヌ前掲審一七頁o











史伝の中の ｢伝｣の条に ｢梁 ･江滝の自序伝に日く｣として卓の一部が引かれている
が､江滝のそれを ｢自序伝｣と題するのは､『重文類緊』と清 ･梁賓の刻した 『江文






















































































































































































すべし｣と｡乃ち姓は陸 名は羽､字は鴇漸 とせ しむ｣｡新唐書もそれを引く｡ 詩文
の応酬の中に ｢陸三｣.とするものがあるD排行が三だったことになるが､樽斑環主編
『膚才子停』校筆では､それは僧侶の係累の中での数であろうという0











































































































































































































































































































































































































































































































柳の ｢許孟春に答 うる蕃｣(正確には ｢許京兆孟容に寄する昔｣)には云うノ､｢若い時















































































































































② ｢陸文学自伝｣は 『文苑英華』巻七九三 ｢伝｣に収められたテキス トにおおむね








































括質 『五代遠鉄』はすでに供し､｢長楽老自赦｣は現在では 『旧五代史』 (九七四
















































余階自絡仕郎､稗朝議郎 ･朝散大未 ･銀青光禄大夫 ･金紫光禄大夫 ･特進 ･開府儀
同三司O職自幽州節度巡官 ･河東節度巡官 .草薯記､再烏翰林学士､改授端明殿畢士
宗皇帝菅高祖皇帝山懐使､再授定国軍節度 ･同州管内観察廃置等使､一馬長春宮使､
又授武勝茸節度 ･邸随均房等州管内観察塵置使｡官自振幽府参軍 ･試大理評事 ･槍校
尚書同部郎中兼侍御史 ･放校吏部郎中兼御史中丞 ･槍校太尉 ･同中書門下平章事 ･槍
校太師 ･兼侍中､_又授槍校大師 ･来中春令｡正官自行茎中書舎人､市島戸部侍郎､轄
兵部侍郎 ･中審侍郎､再薦門下侍郎 ･刑部吏部尚書 ･右僕射､三馬司空､雨在中書､
一守本官､又授司徒 ･兼侍中､賜私門十六戟､又授太尉 ･兼侍中､又授戒太樽､又授










































































































































終わりに至って得られているということを噛みしめて再び幸福感に浸っ て ｢自赦 ｣は
終わるのである｡
._この末尾に綴られた幸福感は､白居易 ｢酔吟先生伝｣に繋がっている｡｢酔吟先生


























































































































































































































































































































学士｡後周 ･太祖臨終に中書侍郎 ･平章乱 世宗即位して兼礼部尚番､監修国史｡顕
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徳六年 (九五九)､参知枢密院事｡恭帝の時に右僕射｡未に入っても名誉職を与えち
れて司空に進み ､ -乾徳二年 (九六四)以後は太子太保､太子太博､太子大師などの名
誉職を歴任 して祁国公に封じられて生涯を終えている｡官歴を審き抜いてみるだけで











































































































ランクリンに代表されるサクセス ･ス トー リー型の自伝であったが､濁道の _rE]赦｣
も自分の経歴を顧みることによって自分という一人の人間の存在を深い自足感ととも
に顧みる､そうした態度から生まれていると考えられよう｡



















































































































































































19 光陰常拓花 光陰 常に拡砿たり
20 交友壷偲偲 √交友'`轟く偲偲たり
21 歩辞依牡馬 歩額 班馬に依 り























































































































































驚､国債冠帯､以客鰻見之 (原注 :州守令 ,｢顛鵡龍言寄似鳳｣､高僻野 ｢蜘妹錐巧不
知置｣｡〕由此高騰浸有馨o
常州の民､王高騰は粉挽き崖の子供で､~年齢も一番低かったが､しばしば用事で推






































































25 流輩多相許 ､流輩 多く相い許 し
26 時賢亦見推 時賢 亦た推さる
27 g]柴借計吏 柴を叩くす 借計の吏















36 内殿砲兵眉 内殿 尭眉を織る


















































































55 磨場重考礎 廉場 重ねて考葎し
56 牽歩載笹馳 塞歩 裁ち荘馳す
57 明代寧甘退 明代 寧ぞ退くに甘んぜんや
58 青雲暗有期 青雲 暗に期する有り
59 殖閏冠多士 確聞 多士に冠し
八年､予示春官首薦 八年､予は春官の首藤を泰なくす｡
60 御試揮丹据 御試 丹埠に拝す
61 薄霧寧怒豹 薄霧 寧ぞ豹に恕じん
62 挿風肯伏雌 挿風 肯えて伏雌せんや
63 重瞳念孤跡 重睦 孤跡を念い












































予九年恭授大理評事 ･知蘇州長洲鮮 予は九年 赤くも大理評事 ･知蘇州長洲煤を授
けらる｡
77 呉郡包山側 呉郡 山側に包まれ
78 長洲巨海掘 長洲 巨海の渦
79 商家呼父母 商家 父母と呼び
民間多呼解令烏父母官 民間は多く鯖令を呼びて父母官と属す
80 百里撫博費 百里 悼崇を撫す
81 敢起徒労歎 敢えて徒費の款を起こさんや






































































































































































































































l17 精壁逢英主 精窒 英主に逢い




119 廉歌才不稀 廃駅 才構わず
の
120 輩話輩難括 輩話 撃輸べがたし
自∃生:是歳蓑上召予殿上作歌､遂有百瀬之挿｡
是の歳 上 予を召して殿上に歌を作らしむるを蒙る､遂に西液の拝有 り｡
121･ 制暦無多事 制暦 多事無く
自注 :閣下有制暦､薗直舎人如無除目､署名而出｡
閣下 暦を制する有り､普直の舎人 如 し除目無くんば､名を署して出づ｡
122 詞頭毎怯遅 詞頭 毎に遅きを怯ゆ
123 繁陰温室樹 葉陰 温室の樹
124 晴吹高年枝 清吹 帯年枝
125 青墳霞光速 育墳 霞光透 り
か
126 斉苔露片萎 蒼苔 薄片萎る
127 御香瓢硯席 御香 硯席に瓢えり
128'官集落経緯 宮薬 揮綾に落つ
129 着浴地心鳳 浴するを看る 地心の鳳
な
130 閑刑殿角輯 閃かに刑ず 殿角の蛸
131 上林花掩映 上林 花掩映し




135 音節垂薪翠 宮簾 裁翠を垂れ
136 御水勤漣瀦 御水 漣満動く
137 蕗己親牛淳化 紀既 年は梓化


































































































































































































これには酉曹 ･劉定 ｢崇譲論｣が献じられている｡二は仏教の俄烈D韓愈の ｢論俳骨





















































157 更直営春好 更直 春に箇り･て好く






































173 番暗偏碑寛 容臆 偏に稀寛し
174 天顔極撫振 天顔 撫接を棲む
175 中宮賜文字 中宮 文字を賜り
自注 :雨制毎腸御詩､皆中官送室本院｡ 雨制 御詩を賜る毎に､皆な中官 送 りて
本院に至る｡






















173ハ74 天子の愛顧はひらす ら私を蕃め称え､青巨顔は民に対 してこの上なく慈愛を
注いだ｡









































自注 =淳化元年､奉勅重修北岳､予撰碑｡ 酎 ヒ元年､勅を奉じて北岳を重修せしめ､
予 碑を摸すQ
183 深噺専凪豆 深く漸ず 狙豆を専らにするを




187 胸中貯兵甲 胸中 兵甲を貯え
188 堂上有熊熊 堂上 熊熊有り
189 成敗観千古 成敗 千古を観



























194 平居疾曝仲 平居 曝呼を疾む
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195 無権逐鳥雀 権の席雀を違 う無く
196 像首任狐狸 首を仮 して狐狸に任す
197 廷尉専刑無 廷尉 刑無を専らにし
自注 :以制帯舎人瀬大理寺事｡ 制語舎人を以て大理寺の事を兼ぬ｡･rとうし
198 詞臣益等衰 詞厘 等表を益す
199 五花儀久廟 五花 儀 久しく廃され
自注 二故事､舎人五花判事､今則麿之久某｡ 故事､舎人の五花判事は､今は則ち之
を麿 して久 し D
200 三尺法制施 三尺 法 例か施す
201 番命猶無論 命を審するに猶お謡うこと無く
自注 :予在閣下､草詞多不虚飾､以此亦鳥人所怨｡ 予は閣下に在りて ､詞を草する
こと多(虚飾せず､此れを以て亦た人の怨む所と為る｡
202 評刑肯有欺 評刑 肯えて欺く有らんや
203 厚笹凌近侍 厚笹 近侍を凌し




























































































221 西棟除三字 胃液 三幸を除し
222 南山佐一摩 南山 一度を佐く
223 蒼黄塵満面 蒼黄 塵 面に猫ち
224 揮酒沸交臨 揮軒 沸 陳に交わる
225 日断九重関 目は断ゆ 九重の開





















237 慨讃三間停 読むに慨し 三間博
238 空尋四時両 空しく尋ぬ 四晴間
239 番梱濃似療 宙煩 浪きこと癌に似
240 松雪日加梨 松雪 白きこと梨の如し
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233/234 商於六里の地 (張儀は楚の償王に商於ゐ地六百里を献 じようと欺き､実際
には六里を献 じたのみであった)は山が青々と連なり､丹河 (丹水)は水が造かに続
いている｡
















































































257 市井採山菜 市井 山菜を採 り
258 房廊蓋木皮 房廊 木皮を蓋 う
おお






































































































































































299 魚泰雄典章 魚顛 典索に推せ
300 易尾任備歌 窮尾 借款に任す
301 7cm:抱腹鼠 冗冗たり 膿を拓く鼠
302 悠悠曳尾亀 悠悠たり 尾を曳く亀
303 北密尋妖蝶 北宙 峡蝶を尋ね

























316 孤憤洩黄陵 孤憤 黄肢に洩らすのみ












289/290 自分で振 り返ってみればいったいどれだけの才があるとい うのか.ただ道
は眉分のもとにあることだけを空しく悲しむ｡

































































































































































































































































































































































｢鏡を持して花樹を買い､城東坂上に栽 う｣(英一)｡またいう､｢束填 春 碁るる
に向かい､樹木 今何如｣(其二)｡又 ｢歩東披｣詩にいう､｢朝にも束坂に上りて歩
み､夕べにも東櫨に上りて歩む｡東披 何の愛する所ぞ､此の新たに成れる樹を愛す｣｡






傑｣(同巻三二)にいう､｢我 楽天に似たり 君 記取せよ､華願 (白髪頭)賞し





































































































































































































































































































































































































































































































































くは ｢五柳先生伝｣､それに続く王漬 ｢五斗先生伝｣､白居易 ｢酔吟先生伝｣の系冨皆



























































初 (仲間初)｢李清屑事連帯年｣①徐北文 ｢李清原年表 (簡編)｣~中などに依拠しなが
ら､その出･白についてのみ見ておくことにしよう｡

































下は五代までを取 り上げて､鍾 ･鼎 ･鹿 ･南 ･盤 ･匝 ･尊 ･敦の款織､巨大な碑摘､
有名無各の人士の事跡など､革よそ金石に刻まれたもの二千巻､すべて誤 りを正し､
取捨して批評を加え､上抵聖人の道にかなうもの､下は歴史家の遺失を補訂するに足











































































































































































































































































建炎丁未 (高宗 ･建炎元年､一一二七)の年の春三月､太夫人 (捷明誠の母)の喪
のために南-馳せ付けることになった.余分な物は載せきれないので､まず書籍のな





































































































































が夫のために書いた ｢金石録後序｣を見たことがあるが､後世の人を深く感 じせ しめ
るもの･であっ･た｡世の中の万事は､まことに夢まぼろし､水のあわ光のかげのように
はかないものであって､ついには空に帰すということがわかる｡































と｣｡夫婦の知的ゲームに興 じる段落の ｢甘心老是郷寅｣｡趨明証の死の段落の ｢余







































































































































































































































































































































































































































































































































































未幾､賓除塵 ･･呉堅 ･謝堂 ･宗鑑翁 ･劉臥 皆以府第薦祈請使､詣北方｡蓋空我朝
廷､北牌甘心蔦｡





















































































































































































































































































『時報集』､『集杜詩』がある｡ このように文責梓は繰 り返 し､身分で自分の人生を
語っている｡大敵に連行される道中かち脱出した逃避行などは､まるで冒険小説さな
がら､波潤方丈､ 危険に満ちた道中であったに連いないが､そのさなかでも彼は記録






























































































































































































































































も類型に当てはめるより､この人ならではの特徴を記そ う とす る備向がうかがわれる｡

























代に至 っ て文人はいわば最盛期を迎えるが､元未明初に生-きた楊維横の ｢五柳先生伝｣
型自伝はまさに隠逸者から文人-移行 していく過程を示しているように思われる｡
二 宋藻 ｢自牛生伝｣
































































































































































































なり､官歴は都蕪院右愈都御史にまで達 した｡次は貢生府君彬で ､ 年齢 ･資格によっ
て礼部に推挙されたが､仕官しないうちに亡くなった｡文氏は代々武官の家柄であっ



































































































































































て､｢車板甘ま欲があって剛直でなく (『論語』公冶長篇に ｢千日､稿 也慾､蔦得剛｣)､
孫軒は上司から子供の教育を頼まれてがっJかりしたものでした｡私は幸いにこの二人
























































































































































































































科 すべて名家の子息である｡戊子の年 巨 五八八年)､居士は六千歳になろうとし､
子供たちがいずれも遅く生まれたので居士の来歴をすべて知らないこと_を奏 じ､閑な









































































































































































































































































先朝露､輿草木同腐｡匪思古人如王無功 .陶靖節 ･徐文長､皆自作墓臥 余亦故聾篤













































































































えば清初の応垢謙 巨七六一五一一六八三)｢無悶先生伝｣ は ｢無間先生なる者は､何
許の人なるかを知らざるなり｣という､おなじみの語りだLで始まり､その人となり､
というよりヾかくありたいという′自分を述べている｡郡長衝 く一六三七一一七0四)














































日本東海道汽婁申所作 ｢三十初産 口 ∵占十首｣之一世｡人海奔走､年光嵯蛇､所志所事､




｢風雲 世に入Lりて多く､日月 _^を郵 ちて急奉 り､-如何ぞ一少年､奪忽として
巳軽三十｣O-これtj:私が今年甲正月二十六日､･日赤の東海道の汽車のなかで作った｢三
十初産 E ]占十首｣の-一首である (以下昼も記されるように､正月二十不日は染琴超の































これまで申自伝は先行する自伝を腐 ♯ していることが ､ はっきり語 られる時もあり､
形式のなかにおのずとわかる時もあり､いずれにしても伝統-の準拠が確かであった｡
しかしここで意識されているの｣は､音典文学のなかの自伝ではなく､評嗣同Aの ｢三十
一日述｣･である｡帝嗣同のそれは ｢三十自軌 と題･して 『参天一間文』巻この末尾に収


















































































































































































従事校乱 著 『孔子改制考』､従事分鼠 日課則 『宋元明儒草案』･二十四史 ･『文献
通考』等｡而草堂･頗有蔵書､得慈渉猟､畢稗進臭｡其年始交康幼軌 十月､入京師､






























































































初めて劉光第 (字は輩村)､林旭 (字は政谷)､唐才常 〔字は故丞)､そして時務草堂




























急蹄雇､方息有所敦､抵渥之翌日､而漢自難作､ 唐 .林 ･季 ･察 _･琴 ･僻諸烈先後就





通史､ 以助愛国思想之単連､然荏幕 日月､至今猶未能成十乏二｡惟於今春盛 『新民業

















































































刊行 されている｡なおテキス トには ｢三十日述｣は 『飲泳室文集』巻一一 (『飲水室
合集』上海中華書局､一九三二)､『晴代学術概論』は台湾 ･商務印書館､人人文庫版
を用い､後者には小野氏の訳注を参照した.
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